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は

し

が

き

中
国
本
土
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
開
版
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
明
代
万
暦

年
間
に
お
け
る
万
暦
版

の
開
版
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
万

暦
版
は
、
同
じ
く
明
代
永
楽
帝
治
下

の
開
版
と
さ
れ
る
永
楽
版
と
共
に
、
そ
の
刻

板
は
も
と
よ
り
、
摺
本
も
現
在
で
は
殆

ん
ど
見
出
せ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
従

つ
て
、
い
わ
ゆ
る
万
暦
版

の
開
雕

の
事
実
を
究
明
す
る
た
め
に
は
、
な
お
、
数
多

く
の
歴
史
事
実
を
積
み
重
ね
て
、

こ
れ
を
証
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
稿
に
お

い
て
は
、
そ
の

一
助
と
し
て
、
明
代
万
暦
年
間
四
十
七
年
に
亘
る
、
神
宗
万
暦
帝

治
下
の
明
朝

の
実
態
を
探
り
、
万
暦
版
開
版
の
事
実
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

e

周
知
の
如
く
、
神
宗
万
暦
帝
は
明
史
等

の
記
述
(-
)
に
よ
れ
ば
、

世
宗
治
下
の

嘉
靖
四
十
二
年

(
一
五
六
三
)
、
穆
宗

の
第
三
子
と
し
て
出
生
、
父
の
穆
宗
が
在
位

わ
ず
か
に
五
年
五
ケ
月
で
没
し
た
あ
と
を
受
け
て
、
隆
慶
六
年

(
一
五
七
二
)
六

月
、
年
、
わ
ず
か
十
歳
で
即
位
し
た
の
で
あ

つ
た
。
先
々
代
の
第
十
二
代
皇
帝
、

世
宗
嘉
靖
帝

の
頃

(
一
五
二
ニ
ー
六
六
)
か
ら
、
外
に
は
倭
寇
、
東
方
蒙
古
の
侵

入
が
相

つ
ぎ

(2
)、

い
わ
ゆ
る
北
虜
南
倭
の
禍
に
苦
し
み
、
内
に
は
宦
官
が
擡
頭

し
て
、
専
横
を
き
わ
め
る
と
い
う
時
代
に
、
幼
少
の
帝
の
出
現
は
、
明
朝
に
と

つ

て

一
大
危
機
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
危
機
に
臨
ん

で
、
首
席
大
学
士
と
し
て
内
閣
首
輔
の
任
に
あ

つ
た
宰
相
張
居
正

(嘉
靖
四
年

.

一
五
二
五
i
万
暦
十
年

・
八
二
)
は
強
力
な
独
裁
的
政
治
力
を
発
揮
し
て
、
よ
く

輔
弼
の
責
を
果
し
た
。

す
な
わ
ち
、

積
年

の
弊
政
を
改
革
す
る
こ
と
を
意
図
し

て
、
内
に
は
行
政
整
理
、
官
紀
の
粛
正
、
特
に
宦
官
の
政
治
に
対
す
る
関
与
の
抑

制
を
行

い
、
ま
た
、
全
国
的
規
模
で
土
地
の
丈
量
を
行
う

一
方
、
冗
費

の
削
減
を

願
つ
て
国
家
財
政

の
立
直
し
を
図

つ
た
。
さ
ら
に
、
黄
河
、
准
河
等
の
治
水
工
事

を
す
す
め
、
税
制
を
革
め
る
等
の
こ
と
を
行
い
、
ま
た
、
外
に
対
し
て
は
蒙
古
民

族
、
満
洲
族
等

の
脅
威
を
除
く
た
め
、
蒙
古
と
和
し
て
北
辺
を
安
ん
ず
る
等
、
司

政

の
功
、
多
大
な
る
も

の
が
あ

つ
た
(3
)。

し
か
し
な
が
ら
、
居
正
が
そ
の
業
半
ば
に
し
て
没
す
る
や
、
神
宗
は
た
ち
ま
ち

政
治
に
倦
み
、
再
び
宦
官
を
重
用
し
、
居
正
の
緊
縮
政
策
の
反
動
か
ら
奢
侈
安
逸

に
ふ
け
り
、
た
め
に
綱
紀
は
弛
緩
し
、
国
庫
は
再
び
窮
乏
し
て
百
弊
続
出
の
状
態

で
あ

つ
た
。
こ
れ
に
加
う
る
に
、
十
六
世
紀
末
に
は
世
に
万
暦
の
三
大
征
と
い
わ

(42)
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れ
る
哮
拝
の
乱
、
朝
鮮

の
乱
、
播
州
の
乱
が
相
継

い
で
起
り
、
莫
大
な
軍
事
費
の

支
出
の
た
め
、
明
朝
の
財
政
は
ま
す
ま
す
窮
す
る
に
到
つ
た
。
神
宗
は
そ
の
打
開

策
と
し
て
、
宦
官
を
四
方
に
派
遣
し
て
、
新
た
に
鉱
山
を
開
発
し
、
ま
た
、
商
税
を

増
徴
す
る
な
ど
、
苛
斂
誅
求
を
き
わ
め
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
の
混
乱
の
な
か
で
、

さ
き
に
政
界
か
ら
追
放
さ
れ
た
状
態
で
あ

つ
た
東
林
党
の

一
派
が
、
在
野
活
動

の

立
揚
か
ら
現
時
点
に
お
け
る
政
治
の
腐
敗
は
も

つ
ぱ
ら
内
監

一
派
に
よ
る
も
の
と

し
て
、強
力
な
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。

こ
の
よ
う
な
党
争

の
上
に
、東
北
辺
か
ら

は
満
洲
東
部
に
拠

つ
た

ト
ゥ
ン
グ
r
ス

(8
§
αQ磊
)
系
の
女
真

(∪
甘
零
げ
ぎ
)

民
族

の
侵
入
が
は
じ
ま
り
、
国
内
で
も
飢
饉

・
重
税
に
喘
ぐ
農
民
の
暴
動
が
続
発

す
る
と
い
う
状
態
で
あ
つ
た
。
東
林
党

と
非
東
林
党
の
争
い
は
、
万
暦
末
年

の
立

太
子
問
題
と
か
ら
ん
で
、
神
宗
の
孫
、
熹
宗
天
啓
帝
の
時
代
に
ま
で
及
ん
だ
。
ま

た
。
女
真
族
出
身

の
ヌ
ル
ハ
チ

(ワ自q
同ゲ
餌
oげ
詑

HαQOOー
ド①膊
①
)
は
万
暦
四
十
四
年

(
一
六

一
六
)
、
後
金
国
を
建

て
、
こ
れ
が
や
が
て
は
明
朝
を
襲
う
清
朝
の
成
立

へ

と
展
開
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

⇔

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
相

の
な
か
で
、
い
わ
ゆ
る
万
暦
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経

の
開
版
雕
造
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
、
ω
神
宗
治
下
の
明
朝
国
庫

の
富
裕
で
あ
惹
こ
と
、
ω
宗
教
的
関
心
、
特
に
神
宗
自
身
が
そ
の
事
業

の
意
義
を

認
め
る
と
い
う
関
心
、
㈲
明
朝
万
暦
年
間
に
お
け
る
中
国
仏
教
界
の
素
地
、
少
な

く
と
も
、
ラ
マ
教
に
対
す
る
偏
見
か
ら

こ
れ
に
反
対
す
る
よ
う
な
状
態
で
な
い
こ

と
、
ω
政
治
的
な
意
義
、
蒙
古
民
族
と

の
対
抗
関
係
か
ら
、
蔵
経

の
開
版
が
チ
ベ

ッ
ト
に
歓
迎
さ
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ

る
こ
と
、
㈲
明
朝
と
チ
ベ
ッ
ト
が
友
好
的

な
状

態

に

な

け

れ
ば

な

ら

な

い

こ
と

、

⑥

明

・
チ

ベ

ッ
ト
両

国

の
僧

侶
中

に

、

こ

の
事

業

に
専

念

す

る
当

事

者

が

必

要

で
あ

る

こ
と
等

の
さ

ま

ざ

ま

の
要

素

が

な

く

て

は

な
ら

な

い

の

で
あ

る
。

ω

に

つ
い

て

は
、

兎

も

角

も

、

居

正

が

政

治

の
中

心

と

な

つ
て

い
た
時

代

、

す

な

わ

ち
彼

が

財

政

の
立

直

し

に
腐

心

し
、

極

端

な

緊
縮

財

政

を
布

い
て

い
た
時

代

に
、

巨

額

な
出

費

を

必

要

と
す

る
万

暦

版

の
開

版

が

行

わ

れ

た

と

は
考

え

ら

れ

な

い
。

こ

の
こ

と

は
明

史

藁

の
次

の
記

述

か
ら

推

測

し

て
、

張

居

正

の
心
情

の
上

か

ら

も
窮

う

こ

と
が

出

来

る

の

で

は
な

か

ろ
う

か
。

時

有

ご
僧

鎖
南

堅
錯

者

嚇
:

:
万

暦

七
年

、
以

レ
迎

二
活
仏

一為

レ名

。
:

:
遣

二
書

張

居

正

↓
自

称

二
釈

迦
摩

尼

比

丘

↓
求

レ通

レ
貢

、

饋

以

二
儀

物

殉
居

正

不

一敢

受

噛
聞

二

之

於

帝

殉
帝

命

受

レ
之

、

而
許

二
其

貢

幻

由

レ是

中

国

亦

知

レ
有

二
活

仏

殉
(4
)
:

:

右

の
明

史

の
記

述

は
、

僧

鎖

堅

錯

、

す

な

わ

ち

、
蒙

古

の

ア

ル
タ

ン
汗

(俺

荅

・

≧

み
冨

ρ

嵩

O
刈
l

c。
H
)

か

ら
ダ

ラ

イ

の
称

号

を

贈

ら

れ

た

三
代
ダ

ラ
イ

、

ソ
ー

ナ

ム

ギ

ャ
ム

ツ
ォ

(Ud
ωo
伽
出
9。
5
°。
宀
σq
団
⇔
-日
$
げ
ρ

H
α
卜
Q。
i

O。
◎。
)
が

"
勧

二
此

僧

↓
通

二

中

国

"
と

い
う

ア

ル
タ

ン

の
意

に
従

つ
て
、

居

正

に
通

貢

の
た

め

の
書

を

遣

つ
た

と

あ

る

か

ら
、

居

正
が

、

そ

の
辺

の
事

情

を

推

測

し

て

"
不

二
敢

受

一
"
と

い
う
態

度

に

出

た

の
か

は
不

明

で

あ

る
が

、

兎

も

角

、

ソ

ー

ナ
ム

の
通

貢

の
書

を

居

正

は

拒

否

し
、

神

宗

に

聞

き
、

神

宗

は

"
命

受

レ
之

、

許

ご
其

貢

一
"
と

い
う

姿

勢

を

示

し

た

の
で

あ

る
。

こ

こ

に
、

一
例

で

は
あ

る
が

、

居

正

と
神

宗

の
チ

ペ

ッ
ト
、

乃

至
、

チ

ベ

ッ
ト
仏

教

に
対

す

る
考

え

方

の
相

違

が

示

さ

れ

て

い
る

の

で
は

な

か

ろ

う

か

(
5
)
。

そ

し

て
、

こ

の
事

と

絡

め

て
考

え

る
時

、
財

政

上
、

万
暦

版

の
開

版

が

許

さ

れ

た

と
す

る
な

ら

、

居

正

の
歿

後

、

す

な

わ

ち

、

万
暦

十
年

(嵩

Q◎
bO
)

以

後

と
推

測

す

る

こ

と

は
、

よ
り
妥

当

で
あ

ろ
う

。
特

に
、

居

正

の
死

後

、

神

宗

は

(43)
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彼
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、
意

の
如
く
政
治
を
壟
断
し
た
の
で
あ
り
、
財
政
の
上

で
も
、
居
正
の
緊
縮
政
策
に
よ
つ
て
、
国
庫
は
あ
る
程
度
潤

つ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
②

・
㈲

・
ω

・
㈲
に
か
ら
む

一
つ
の
事
例
と
し
て
、
明
史
列
伝
中
に
名

を
留
め
る
大
宝
法
王
、

大
乗
法
王
、

闡
化
王
等
の
万
暦
年
間
に

お
け
る
入
貢
の

年
次
、
頻
度
等
を
明
実
録

の
記
載
に
探

る
と
次

の
如
く
な
る
の
で
あ
る
。

大
宝
法
王

四
年
三
月
、
差
国
師
喃
哈
鎖
南

(実
録
四
入
巻
)
・
同
年
五
月
、
差
国
師
喃
哈

鎖
南
等

(五
〇
巻
)

大
乗
法
王

二
年
四
月
、
差
来
進
貢
国
師
烏
竹
笑
等

(二
四
巻
)
・
十
年
六
月
、

差
国
師

(
一
二
五
巻
)
・
十
三
年
十
二
月
、
入
貢

(
一
六
九
巻
)

闡
化
王

四
年
三
月
、
貢

(四
八
巻
)
・
同
年

五
月
、
国
師
短
竹
蔵
卜
等
(五
〇
巻
)
・
十

五
年
十
二
月
、
差
番
僧
欽
真
等
六
百
名
(
一
九
三
巻
)
・
十
六
年

一
月
、
遣
使

真
朶
爾
等
千

〔
十

〕
人

・
二
十
五
年
入
月
、
進
貢
(三

=
二
巻
)
・
三
十
九
年

五
月
、
貢
使
十
五
名
(四
八
三
巻
)
・
四
十
五
年
四
月
、
差
国
師
鎖
南
堅
参
等

一
千
名

(五
五
六
巻
)

賛
善
王

隆
慶
六
年
九
月
、
差
使
臣
(五
巻
)
・
二
年
十
月
、
差
爾
麻
堅
咎
(六
巻
)
・
同

年
同
月
、
差
都
綱
頭
目
番
僧
(六
巻

)
・
五
年
十
二
月
、
遣
使
(七
十
巻
)
・
二

十
二
年
四
月
、

差
番
僧
鎖
南
瓦
秀
等
二
十
名
進
貢

・
三
十
二
年
四
月
、

進

貢

(三
九
五
巻
)
・三
十
九
年
五
月
、
貢
使
蔵
ト
堅
咎
等
十
七
員

(四
入
三
巻
)
・

四
十
四
年
二
月
、
遣
使
二
十
名
進
貢
(五
四
二
巻
)
・
四
十
六
年
五
月
、
差
番

僧
三
旦
朶
児
只
等

一
十
五
名
(五
七
〇
巻
)
・
四
十
六
年
六
月
、
差
来
使

(五

七

一
巻
)

護
教
王

四
年
五
月
、
差
国
師
喃
哈
星
吉
等

(五
十
巻
)
・
十
二
年
入
月
、
起
進
貢

(
一

五
二
巻
)
・
二
十

一
年
五
月
、
差
国
師

(二
六
〇
巻
)
・
同
年
六
月
、

三
十
名

入
貢
(二
六

一
巻
)
・
二
十
二
年
四
月
、
進
貢

(二
七
二
巻
)

闡
教
王

二
十
二
年
三
月
、

遣
国
師
等
四
十
員
名
進
貢

(二
七

一
巻
)
・
二
十
六
年
九

月
、
遣
大
寧
侯
(三
二
六
巻
)
・
三
十
年
六
月
、
進
貢
(三
七
三
巻
)
・
三
十
九

年
三
月
、
入
貢

(四
入

一
巻
)

輔
教
王

十
年
六
月
、
差
国
師
(

¶一
二
五
巻
)
.
二
十
二
年
二
月
、
差
国
師
喇
嘛
等
三
十

二
名
進
貢
(二
七
〇
巻
)
・
三
十
九
年
三
月
、
入
貢

(四
入

一
巻
)

明
実
録
の
こ
れ
等
の
記
載
が
、
す
べ
て
正
確
に
史
実
を
伝
え
る
も
の
と
す
れ
ば
、

万
暦
年
間
に
お
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
喇
嘛
僧

の
明
朝
に
対
す
る
進
貢
は
、
か
な

り
の
頻
度
で
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
年
代
に
つ
い
て
云
え
ば
、
張

居
正
の
歿
年
、
万
暦
十
年
以
前
は
隆
慶
年
代
が
三
件
、
万
暦
二
年
が

一
件
、
四
年
、

五
件
、
五
年
が

一
件
で
、
そ
れ
以
後
が
全
体

の
件
数
の
三
分
の
二
以
上
を
占
め
て

い
る
。
そ
し
て
万
暦
の
二
十
年
代

の
入
回
を
ピ
r
ク
に
、
十
年
代
か
ら
三
十
年
代

が
特
に
回
数
も
多
く
、
進
貢
の
ス
ケ
r
ル
を
差
遣
さ
れ
た
入
貢
者
の
人
数
か
ら
云

え
ば
、
十
六
年
、
十
七
年
が

=

一七
名
、
四
三
八
名
、
三
十
五
名
等
、
大
規
模
な

も
の
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
実
録
の
記
述
は
、
こ
れ
ら

(44)
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進
貢
使
の
入
国
に
つ
い
て
、

"
如
レ例
"
と
、
最
早
、
そ
れ
が
年
中
行
事
化
し
た
事

柄
と
見
て
居
り
、
事
実
、
こ
れ
ら
チ
ベ

ッ
ト
か
ら
明
朝

へ
の
入
貢
は
慣
習
化
し
た

も

の
で
、
そ
こ
に
特
別
の
意
味
を
認
め
得
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か

つ
た
の
で
あ

ろ
う
。
従

つ
て
、
こ
の
よ
う
な
入
貢
の
事
実
は
、
特
に
前
記
②
の
如
き
、
明
朝
乃

至
神
宗

の
宗
教
的
関
心
を
表
現
す
る
も

の
で
も
、
ま
た
、
㈹
の
明
朝
仏
教
と
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
と
の
交
流
を
表
わ
す
も
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
明
と
チ
ベ
ッ
ト
と
い

う
国
家
的
交
流
の
な
か
で
、
有
力
な
ラ

マ
が
、
政
治
権
力

へ
の
志
向
の

一
環
の
な

か
か
ら
、
随
意
に
明
朝
に
対
し
て
入
貢
使
を
遣

つ
た
と
見
る
方
が
、
よ
り
妥
当
で

あ
ろ
う
。
が
、
万
暦
版
の
開
版
と
い
う

こ
と
に
関
す
る
限
り
、
明
代
仏
教
の

一
つ

の
特
色
が
漢
訳
大
蔵
経

の
開
版
事
業
に
あ
つ
た
の
で
あ
り
(6
)、
兎
も
角
も
、

例

年
の
如
き
入
貢
使
節

の
派
遣
が
行
わ
れ
る
と
い
う

一
種
の
親
交
関
係
か
ら
も
、
特

に
中
国
仏
教
界
か
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
開
版
に
反
対
す
る
雰
囲
気
が
生
ず
る

よ
う
な
状
態
で
は
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
は
云
い
得
よ
う
。
そ
し
て
、
㈲
の

明
朝
と
チ
ベ
ッ
ト
の
友
好
関
係
に
つ
い
て
は
、
入
貢
使
の
派
遣
が
特
別
に
両
国
の

関
係
が
友
好
裡
に
展
開
し
て
い
た
事
を
示
す
も
の
で
は
な
い
ま
で
も
、
少
な
く
と

も
、
同
時
期
に
お
け
る
、
明
朝
と
蒙
古
民
族
と
の
関
係
程
に
は
険
悪

で
な
か
つ
た

事
の
査
証
と
は
な
り
得
よ
う
。

上
述
の
ω
か
ら
⑥
ま
で
の
万
暦
版
開
版
を
可
能
な
ら
し
め
る
条
件
は
、
最
低

の

必
要
条
件
で
あ
る
。
し
か
も
、
㈲
を
除

く
他

の
諸
項
は
開
版
を
立
証
す
る
消
極
的

条
件
と
云
え
る
の
で
あ
る
。
之
等
、

五
項
目
に

亘
る
条
件
が

満
さ
れ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
直
ち
に
万
暦
版

の
開
版
に
直
結
す
る
こ
と
と
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に

上
述

の
如
く
、
神
宗
治
下
の
明
朝
国
庫
が
、
張
居
正
の
献
身
的
努
力
に
よ
つ
て
、

万
暦
初
年
か
ら
彼
の
歿
年
、
万
暦
十
年
ま
で
の
間
、
如
何
に
蓄
積
さ
れ
た
と
は
云

え
、
二
十
年
代
に
相
続
い
で
起

つ
た
三
大
征
の
た
め
の
軍
事
費
の
捻
出
は
、
神
宗

治
下
の
明
王
朝
に
と
つ
て
、
財
政
上
、
焦
眉
の
急
で
あ

つ
た
筈
で
あ
る
。
神
宗
自

身

の
ラ
マ
教
に
対
す
る
宗
教
的
関
心
に
つ
い
て
も
、
彼
の
資
性
と
、
そ
の
行
政
上

の
実
際
か
ら
推
測
し
て
、
彼
が

特
に
護
教
の
念
篤
い
帝
王
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

彼

の
治
下
、

密
蔵
禅
師
の
発
願
に
よ
つ
て
、

"
大
明
続
入
蔵
経
"
溺
南
北
両
蔵
に

遺
漏
さ
れ
た
経
典
を
収
め
た
漢
訳
蔵
経
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

こ

と
、

ま
た
、
明

版
、
万
暦
版
等
と
呼
ば
れ
る
同
じ
く
漢
訳
大
蔵
経

の
刊
行
が
、
万
暦
十
年
か
ら
開

始
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
が
直
ち
に
、
神
宗

の
ラ
マ
教
に

対
す
る
関
心
を
も
示
す
と
は
云
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経

が
明
朝
と
チ
ベ
ッ
ト
と
の
友
好
上
、
意
味
を
持

つ
と
い
う
政
治
的
な
意
義
に
つ
い

て
も
、
神
宗
治
下

の
万
暦
十
六
年
ま
で
が
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
は
三
代
ダ
ラ
イ
、

ソ
ー
ナ
ム

(bd
ωo
阜
蠧
日
ω
Hσq饗

白
$
ゲ
○
》
H罐
。。
i
届
。。○。
)

の
時
代
、

十
七
年

か
ら

四
十
四
年
ま
で
が

四
代
、

ユ
ン
テ
ン

(鴫
o亭
↓碧

Hαq髱
-旨
畠
ゲ
P

嵩
。。㊤
I

H曾
①)
、

四
十
五
年
以
降
が
五
代
、

ガ
ワ
ン

(暑
9叩
山
ぴ
き

bd
す

ぴ
霽
ひ

Hσq鴇
卑

B
訂
ゲ
ρ

H①
嵩
ー
H①○。N
)
の
治
下
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
制
度

も
、
蒙
古
王
ア
ル
タ
ン
に
よ
つ
て
、
三
代
ダ
ラ
イ
が
ダ
ラ
イ
の
称
号
を
贈
ら
れ
、

こ
こ
に
初
め
て
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
名
称
が
生
れ
た
の
で
あ
り
、
四
代
に

つ
い
て
は
、

彼
は
歴
代
ダ
ラ
イ
中
、
特
に
傑
出
し
た
僧
で
も
な
く
、
五
代
ダ
ラ
イ
が
、
同
じ
く

蒙
古
王
固
始
汗
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
於
け
る
主
権
を
贈
ら
れ
て
法
王
即
国
王
と
な
り

得
た
の
は
十
七
世
紀
中
葉
の
こ
と
で
あ

つ
た
等
の
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
万
暦
年
間

は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
制
の
揺
籃
期
で
あ

つ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
時
代

の
チ
ベ
ッ
ト

(45)
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は
完

全

な

統

一
政

庁

を

持

た

な

い
、

い
わ
ば

群

雄

割

拠

の
時

代

で

あ

つ
た

。

こ

の

よ
う

な

時

期

に
、

明

朝

が

好

ん

で
チ

ベ

ッ
ト

大
蔵

経

の
開
版

を

敢

て
行

つ
た

と

し

て
も

、

そ
れ

が

明

朝

の
対

チ

ベ

ッ
ト

政

策

と

し

て

の
実

を
挙

げ

得

た

と

は
考

え
難

い

の
で

あ

る
。

わ
ず

か

に
、

チ

ベ

ッ
ト

か
ら

明

朝

に

対

す

る

入
貢

使

が
例

年

の
如

く

派

遣

さ

れ
た

事

実

は
、

明

朝

と

チ

ベ

ッ
ト

と

の
友

好

関
係

を

示

す

も

の

の
よ

う

で

は

あ

る
が

、

実

は

こ

の
場

合

の

チ

ベ

ッ
ト

と

は
、

チ

ベ

ッ
ト

と

い
う
統

一
体

で

は

な

く
、

上

記

の
如

く

闡

化

王

、

賛

善

王

、

護

教

王

等

の
各

ラ

マ
が

、

そ

の
宗

教

的

、

乃

至
政

治

的

力

の
拡

張

を

策

し

て
、

明

朝

と

結

ぶ

こ
と

を
企

図

し

た
結

果

の

現

れ

と

云
え

る

の
で
あ

る
。

か

く

て
、

最

も

重

要

で
、

い

わ
ば

十

分

条

件

と

も

考

え

ら

れ

る
項

目

は

㈲

と

な

る

の
で

あ

る
。

ジ

グ

メ

(H宀
旨
σq
ω
-b
p
①
山

旧ρ
餌
b
p
-Hp
犀
一p
9
ぴ
博

ド
OQ
O
°l

H
㊤
○
°)

の

"
蒙

古

仏

教

史

"
中

に
、

「
丙

辰

(H
①
H
①
)
、

支

那

皇

帝

シ

ュ
ン

シ

ュ
が

、

ソ

ナ

ム

ロ
ト

ゥ
等

を

四
代

ダ

ラ

イ

の
も

と

に

派

遣

し
、
来

朝

を
請

い
、

四
代

ダ

ラ

イ
、

ユ

ン
テ

ン
は
、

ソ

ナ

ム
が

支

那

に
建

て
た

仏

殿

の
方

向

を

ガ

ン
デ

ン
か

ら

見

て
麦

を

散

じ

た
」

と

い
う

記

述

が

あ

る
。

日
甲
葛

饕

αQ

巳
甲
事

σQ
。。自
寧

疆

蔵

口
巴

-曾

茜

団
㊤
-口
邸

σq
a

白

餌

同
αQ
団
群

や
9
。・
ゲ
8

弘
亭
鬢
鈴

の
8

g
年

毒
効
け

αq
尻

窪
鋤
白

餌

び
ω。
膳
蠧

鬱

窪
9
αq
8
ω

ω
o
αq
°・
お

団
甲
日
博

日
鋤
ひ
も
0

8
口
9
σq
ω
:

:

匡
甲
日
甲
げ
・゚&

出
㊤
B
°・
甑
o
-αq
8
ω

ξ

ζ

α。
髱

受
巳

含

ぴ
昏

①
串

唱
聾

ニ

ゲ
甲
匪

導

歹

:

:

(7
)

一
六

一
六
年

は
万

暦

四

十

四
年

で
、

°・
ゲ
§

詠
q
耄

巴

は
神

宗

(ω
げ
曾

-N
9

σq
)
を
指

す

の

で
あ

ろ

う

か

ら
、

彼

か

ら
派

遣

さ

れ
た

ダ

ラ

イ
招

請

団

の
中

心

人

物

で
も

あ

り

、
中

国

に
仏

殿

を
建

立

し

た

と
述

べ
ら

れ

て

い

る
、

こ

の

ソ

ナ

ム

ロ
ド

ゥ

な

ど

は

、
当

然

、

㈲

の
開

版

当

事

者

中

の
中

心

的

存

在

と

し

て
介

入

す

べ

き

筈

で
あ

る

が

、

こ

の

ソ
ナ

ム
の
行
跡

に

つ
い
て

も
、

彼

は

サ

キ

ャ
派

(ω
甲
。゚ξ

甲
窓

)

の

ク

ン
ガ

レ
パ

(囚
§

軋
αq
⇔
ゲ

犀
αq
ω
ら
9
)

の
子

で
あ

る

が

、

何

時

、

中

国

に
渡

り

、

中

国

で
如

何

な

る
活

躍

を

し

た

か
等

の

こ
と

に

つ
い

て

は
、

資

料

を

求

め

る

こ

と

が

出

来

な

か

つ
た

。

広

く

、

あ

ら

ゆ

る
資

料

を
探

つ
た

と

は

云
え

な

い

ま

で
も

、

万

暦

版

開

版

に

当

つ
て

の
当

事

者

を
探

し
求

め

る

こ

と

は
頗

る
困

難

と
云

え

る

の

が

、

現

状

で

は
な

い

で
あ

ろ

う

か

。

か
く

て
、

神

宗

万

暦

年

間

の
歴
史

か

ら
、

チ

ベ

ッ
ト
大

蔵

経

の
開

版

を

積

極

的

に
立

証

出

来

る
よ

う

な

史

実

を

求

め

る

こ
と

は
困

難

で

あ

る

と

い
う

の
が

結

論

と

な

り

得

よ
う

。

む

す

び

"蒙
古
源
流
"
に
次
の
如
き
記
述
が
あ
る
。

子
万
暦
汗
、

辛
亥
年
生
、

歳
次
癸
酉
年
、

二
十
三
歳
即
位
、

在
位
四
十
入

年
。

汗
時

一
二
如
永
楽
皇
帝
↓
令
三大
国
人
衆
共
享
二太
平
鴨
歳
次
庚
申
年
、

七
十
七
歳
卒
。
(巻
入
)

そ

(ル
ン
グ
・
キ
ン
グ
・
ハ
ン
隆
慶
帝
)
の
御
子
の
ワ
ン

・
リ
イ

・
ハ
ン

(万
暦
帝
)
は
辛
亥

の
年

(
一
五
五

一
)
に
生
れ
、
癸
酉
の
年
(
一
五
七
三
)、

御
年
二
十
三
歳
に
し
て
即
位
し
、
在
位
四
十
八
年
し
た
ま
い
ぬ
。
こ
の
汗
の

御
代
は
さ
き
の
ユ
ン
グ

・
ロ
・
フ
r
ワ
ン
グ
デ

ィ

(永
楽
帝
)
の
ご
と
く
、

国
の
大
衆
を
平
和
に
統
べ
て
、
庚
申
の
年
、
御
年
七
十
七
歳
に
て
み
ま
か
ら

せ
た
ま
ひ
ぬ
(8
)。

源
流
に
は
万
暦
年
代
を
永
楽
帝
治
下
と

一
如
で
、
太
平
の
時
代
と
表
現
し
て
い
る

が
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
開
版
史
の
上
か
ら
云

つ
て
も
、
従
来
、
中
国
に
お
け
る

(46)
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開

騅

と

い
わ

れ

る
永

楽

・
万

暦

両

版

に

つ
い

て
は

、

共

に
、

こ

れ

ら

二
版

の
開

版

を

立

証

し
得

る
直

接

的

資

料

が

見

出

せ

な

い

こ
と

、
当

事

者

の
存

在

が

不

明

で
あ

る

こ
と

、

時

代

相

が

必

ず

し

も

、

チ

ベ

ッ
ト
大

蔵

経

の
雕

造

と

い
う

大

事

業

を

遂

行

す

る
上

で
相

応

し

い
と

は
考

え

ら

れ

ぬ
等

、

正

に

、

こ

の
両

版

に

つ
い

て

は
共

通

の
疑

問

を

幾

つ
か

挙

げ

な

く

て
は

な

ら

な

い
。

本

稿

に
お

い

て

は
、
中

国

側

の
正
史

等

、
漢

文
資

料

を
中

心

と

し

て

万
暦

版

開

版

の
周

辺

を

文

字

通

り

模

索

し

た

が

、
後

目

、

チ

ベ

ッ
ト
側

の
資

料

に

よ

つ
て
、

更

に

、

万

暦
版

開
版

の
真

実

に
迫

る
所

存

で

あ

る
。

〔
註
〕

①

明
史
巻

二
十

・
本
紀
第

二
十
。
明
史
藁
巻

十
六

・
本
紀
第

十
六
。

②

こ

の
間
、

一
五
二
三

・
四
九

・
五
五
年

の
三
回

に

亘

り
、

倭
寇

の
侵
入
が
あ

り
、

六
三
年
に
こ
れ
を
討
伐

し
、

ま
た
、

四
六

・
五

九
両
年

に
は

ア
ル
タ
ン
の
侵
入
が

あ

り
、

七

一
年
に

は
ア
ル
タ
ン
を
順
義
王
に
封
じ

て
い
る
。

③

明
史

列
伝
第

二

一
三
。
明
史
藁

同
第

九
十

二
。

④

明
史

列
伝
第

二
百

一
十
九
、
明
史
藁
列
伝
第

二
百
四
、
烏
斯
蔵
大
宝
法

王
伝
中

。

⑤

た
だ
し
、

神
宗

の
ラ

マ
教

に
対
す

る
関
心

は

明
史
巻

三
百

三
十

一
、

列
伝
第

二
百

一
十
九

の
闡
化

王

の
項

中
に
、

同
じ
頃
、

闡
化

王
の
長

子
、

札
釈
蔵
ト
が
父

の
王

名

を
襲

う
こ
と
を
乞

う
た

の
に
対

し
、

は
じ
め

は

制
書

し
て
た
だ
、

闡
化
王
と
称

す
る
こ
と
を
許

し
、

の
ち
、

閣
臣

の
沈

一
貫

の
言
を
用

い
て
、

灌
頂
国
師
闡
化
王

と
加

称
し
た
と
い
う
記
載
が

あ
る
か
ら

、

そ
れ
程
、

積
極
的
に
ラ

マ
教
に

対
し

て

関

心
を
持

つ
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
な

い
。

⑥

拙
稿

、
本
学
紀
要
第

十
七
集

、

"
明
代
中
国
仏
教
考

"
参
照
。

⑦

橋
本
光
宝
校
訂
本

、
二

一
九
頁
。

・
⑧

江
実
訳
本

、

一
八
三
頁

。

附
i

万

暦

年

表

万
暦
年
号

こニー一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 兀

〇 八 七 四 三 一 〇 入 七 四 一 〇 九 六 年

 

三
九

四 四 四
四 三 〇

 

四
六

四
七

泰
昌
元
年

西

暦

事

項

一
五
七
三

七
八

八

一

八
二

八
三

入
六

入
九

九
〇

九

二

九

三

九
五

九
六

九
九

一
六
〇
〇

〇

二一六 五 二

 

一
入〇 九

こ

の
頃
か
ら
華

中

・
華

南
に

】
条

鞭
法

お
こ
な
わ
る

張
居
正
、
天
下

の
国
土

を
丈
量
せ
し
む

張
居
正
、

一
条

鞭
法

を
全
国
的

に
実
施

せ
し
む

張
居
正
歿

す

ヌ
ル

ハ
チ
挙
兵

す

ヌ
ル

ハ
チ
父
祖

の
仇

を
殺
す

ヌ
ル
ハ
チ
建
州
都
督

に
任

ぜ
ら
る

ヌ
ル

ハ
チ
北
京

に
進
貢

タ
タ
ー
ル
の
哮
拝

、
寧
夏

で
反
乱
を
起
す

李
如
松
、
碧
蹄
館

の
戦

で
日
本
軍

に
大
敗

ヌ
ル

ハ
チ
竜
虎
将
軍

に
封
ぜ
ら

る

使
節
を

目
本
に
送

り
、
講
和
を
交
渉
し
た

る
も
不
成
立

ヌ
ル

ハ
チ
、
蒙
古
文
字
を
も
と
に
満
洲
文
宇
を
製
す

楊
応
竜
死

し
、
播
州
平
定

永
楽
版
を
底
本

と
し
て
万
暦
版
集
成
さ

る

(
一
説
に

三
十

三

年
と
も

い
う
)
と
伝
え
ら

る

舫

傾
か
ら
纂

霖

党
.
非
東
林
党
に
分
れ
、
党
派
争

東
林
党

の
顧
憲
成
死
す

ヌ
ル

ハ
チ
満
洲

八
旗

の
編
成

後
金

(
の
ち

の
清
)

の
建
国
、

ヌ
ル

ハ
チ

(太
祖
)
即
位
、

明
か
ら

の
独
立

蓼

写

、
「七
大
恨
」
を
か
か
げ
て
瞿

義

甕

城

サ

ル
ホ

の
戦

、
明

・
清

天
下
分
け
目

の
戦

神

宗
歿
し
、
光
宗
即
位

(47)


